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５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、前日と比べ有意な変動は確認されなかった。 

１ 確認日 

平成３０年４月１２日（木） 

 

２ 確認箇所 

Ｇ１タンクエリア 

 

３ 確認項目 

Ｇ１タンクエリアのタンク撤去工事の進捗状況 

 

４ 確認結果の概要 

当該エリアの地中に埋設されている高濃度滞留水受タンク28基及び中低濃 

度滞留水受タンク72基の撤去工事の進捗状況を確認した。 

・前回確認時（平成30年2月22日）、エリア北側ではＧＬから約1.5ｍまで掘 

削され、観測井や埋設されているタンク上部から立ち上がっている配管が 

確認されたが、現在はタンクの下部が見える深さまで掘削されている場所 

もあり、観測井やタンク上部から立ち上がっていた配管はすべて撤去され、 

フランジ部には雨水浸入防止対策用の閉止板が取り付けられていた。（写真１） 

・エリア南側については、前回確認時、砂利敷きとなっていたが、タンクの 

フランジ部が見える深さまで（ＧＬから約1.5ｍ）掘削されていた。タンク 

の配管については、まだ撤去されていなかった。（写真２） 
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